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す
る
）の
存
在
に
つ
い
て
、
調
査
・
考
察
を
と
い
う
思
い
を
募
ら
せ
て
き
た
。
そ

れ
は
社
会
的
に
も
美
術
的
に
も
、
近
代
版
画
が
一
つ
の
終
焉
へ
と
向
か
う
道

筋
の
重
要
な
一
つ
の
足
跡
と
考
え
る
が
為
で
あ
る
。

　

版
奉
の
資
料
と
し
て
は
、『
ヱ
ツ
チ
ン
グ

（
３
）

』、『
ヱ
ツ
チ
ン
グ
』
を
改
題
し
、
版

奉
の
機
関
誌
と
な
っ
た
『
日
本
版
画

（
４
）

』
と
、
日
本
版
画
協
会
機
関
誌
『
日
本
版

画
協
会
々
報

（
５
）

』、
加
え
て
、
当
時
版
奉
の
理
事
で
も
あ
っ
た
版
画
家
奥
山
儀
八

郎
に
よ
っ
て
、
当
時
を
回
顧
し
た
一
文
「
美
術
界
の
差
別
意
識

（
６
）

」
が
、
設
立
当

時
の
一
端
に
触
れ
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
〇
年
に
滝
沢
恭
司
「
資
料
紹
介　

小

野
忠
重
旧
蔵
日
本
版
画
奉
公
会
々
報
、
設
立
趣
意
書
、
規
約

（
７
）

」
に
紹
介
さ
れ
た
、

「
日
本
版
画
奉
公
会
会
報
」
を
始
め
と
し
た
、
各
種
の
版
奉
関
係
の
一
次
資
料

の
翻
刻
は
、『
ヱ
ツ
チ
ン
グ
』『
日
本
版
画
協
会
会
報
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
内

容
に
対
し
て
、
実
証
的
見
地
を
与
え
る
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
研
究
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

研
究
論
文
と
し
て
は
、
丹
尾
安
典
「『
平
和
国
家
』
の
『
滅
私
奉
公
』
―
昭

和
二
十
年
八
月
十
五
日
前
後
録

（
８
）

」。
西
山
純
子
「
日
本
の
版
画
・1941-1950

・

「
日
本
の
版
画
」
と
は
何
か

（
９
）

」
の
二
論
考
を
加
え
て
、
最
近
で
は
、
桑
原
規
子

「
戦
時
下
の
具
象
版
画
―
従
軍
と
日
本
版
画
奉
公
会（

（1
（

」
の
論
考
が
あ
る
。
こ
の

三
論
考
に
は
注
目
す
べ
き
課
題
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
先
の
滝
沢
氏
の
仕
事

と
に
合
わ
せ
、
今
後
に
考
察
す
べ
き
課
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
版
奉
に
つ
い
て
、
版
画
家
で
あ
り
美
術
史
家
で
あ
る
小
野
忠
重
は
「
猿

　
　
　
　
石
井
鶴
三
の
版
画
観

河　

野　
　

実　
（
鹿
沼
市
立
川
上
澄
生
美
術
館 

館
長
）

　
　
　
序

　

本
小
論
は
、
石
井
鶴
三
の
「
版
画
観
」
を
端
緒
に
し
て
、
私
の
研
究
課
題
と

し
て
長
年
か
か
わ
っ
て
き
た
「
版
画
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
あ
る
。
先
ず

は
何
を
今
更
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、「
版
画
」
と
い
う
用
語
の
取
扱
に
つ

い
て
こ
だ
わ
っ
て
み
た
。
そ
こ
に
は
「
版
画
」
と
言
う
絵
画
表
現
を
考
え
る
上

で
の
前
提
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
曖
昧
に
過
ご
し
て
き
た
、
私
の
「
版
画
観
」

に
つ
い
て
、
再
度
考
え
て
行
く
場
と
い
た
し
た
い
と
思
う
故
で
あ
る
。

　

そ
の
手
順
と
し
て
、
最
初
に
石
井
鶴
三
の
「
版
画
観
」
に
つ
い
て
、
大
正
十

三
（
一
九
二
四
）
年
執
筆
『
版
画
の
趣
味

（
１
）

』
と
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年

執
筆
『
版
画
談
義

（
２
）

』
を
中
心
に
し
て
考
察
し
、
次
回
は
、
近
代
版
画
の
成
立
過

程
を
根
底
に
置
き
、
山
本
鼎
、
石
井
柏
亭
ら
を
始
め
と
し
て
、
恩
地
孝
四
郞
、

平
塚
運
一
、
永
瀬
義
郎
、
更
に
渡
邊
庄
三
郎
、
伊
東
深
水
ら
の
新
版
画
系
の
作

家
達
の
「
版
画
観
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
上
で
私
の
「
版
画
観
」
に
対
す

る
姿
勢
を
述
べ
る
。
と
い
う
二
部
構
成
か
ら
成
る
。
そ
し
て
、
今
回
は
、
石
井

鶴
三
の
「
版
画
観
」
に
つ
い
て
の
考
察
に
絞
り
た
い
。

　

本
小
論
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
始

め
る
こ
と
と
す
る
。

　

此
処
数
年
、
戦
時
下
の
版
画
界
の
動
向
、
取
り
分
け
昭
和
十
八（
一
九
四
三
）

年
五
月
十
一
日
に
結
成
さ
れ
た
「
日
本
版
画
奉
公
会
」（
以
後
「
版
奉
」
と
記
載
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芝
居（

（1
（

」
と
述
べ
、
ま
た
版
画
家
関
野
凖
一
郎
は
「
版
画
奉
公
会
と
い
う
妙
な
団

体
が
創
立
さ
れ
た
。」
と
自
著（

（1
（

で
述
べ
て
い
る
。
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
戦
時
下

と
い
う
時
代
的
背
景
の
中
に
あ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
歴
史
的
事
実
で
あ
る
版

奉
を
、「
猿
芝
居
」「
妙
な
団
体
」
と
言
う
こ
と
が
、
果
た
し
て
あ
っ
て
良
い
の

か
ど
う
か
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
訳
け
で
は
な
い
。

　

丹
尾
氏
は
前
記
論
文
で
小
野
に
つ
い
て
、「
大
正
・
昭
和
の
版
画
―
回
想
の
創

作
版
画
運
動
―（

（1
（

」
を
引
用
し
、
更
に
昭
和
十
七
年
刊
行
の
小
野
の
著
書
『
新
理

念　

版
画
の
技
法（

（1
（

』
の
冒
頭
の
一
文
を
引
用
し
、
そ
の
姿
勢
を
問
い
質
す
。

　
「
大
正
・
昭
和
の
版
画
―
回
想
の
創
作
版
画
運
動
―
」
の
引
用
文
に
は
、
丹

尾
氏
が
註
で
指
摘
す
る
様
に
、
ほ
ぼ
内
容
を
同
じ
く
す
る
文
章
が
掲
載
さ
れ

る
先
行
文
章
が
あ
る
。
そ
れ
は
昭
和
三
十
七
年
刊
、
小
野
忠
重
著
『
日
本
版
画

美
術
全
集　

第
七
巻
』「
現
代
版
画
Ⅰ　

明
治
―
昭
和（

（1
（

」
の
一
九
八
頁
に
掲
載

さ
れ
た
次
の
文
章
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
画
壇
か
ら
片
隅
な
は
ず
の
版
画
だ
っ
た
が
、
戦
局
が
苛
烈
を
加

え
る
と
と
も
に
物
資
統
制
に
手
を
さ
し
の
べ
て
昭
和
18
年
に
は
大
政
翼
賛

会
の
下
に
日
本
版
画
奉
公
会
を
組
織
す
る
世
話
や
き
も
出
て
き
た
。「
大
東

亜
共
栄
圏
の
諸
民
族
を
教
化
す
る
の
は
目
下
の
急
務
で
あ
り
、
版
画
界
を

打
っ
て
一
丸
と
な
し
て
奉
公
の
誠
を
尽
そ
う
」
と
浮
世
絵
版
画
研
究
家
が
結

成
式
場
で
テ
ー
ブ
ル
を
た
た
け
ば
、
創
作
版
画
家
以
上
に
熱
心
に
版
元
や

彫
・
刷
専
業
者
た
ち
も
加
わ
っ
た
。
楠
公
像
の
掃
除
と
い
っ
た
宣
伝
も
や
り

な
が
ら
、
配
給
物
資
を
つ
か
っ
て
刷
専
業
者
が
刷
る
の
で
あ
る
。
粗
製
量
産

を
作
家
群
に
せ
ま
っ
た
と
き
、
皮
肉
に
も
造
型
版
画
協
会
は
単
一
制
作
の

主
張
の
も
と
に
、
こ
の
戦
時
の
迎
合
組
織
か
ら
離
れ
さ
っ
た
。

文
中
の
浮
世
絵
研
究
家
と
は
藤
懸
靜
也
を
指
す（

（1
（

。

　

こ
こ
で
、「
大
正
・
昭
和
の
版
画
―
回
想
の
創
作
版
画
運
動
―
」
と
、
文
言
を

比
較
し
て
み
る
と
、「
浮
世
絵
版
画
研
究
家
が
」
が
「
浮
世
絵
版
画
研
究
の
権
威
」

に
、「
テ
ー
ブ
ル
を
た
た
け
ば
」
と
「
創
作
版
画
家
」
の
間
に
は
「
軍
に
す
が
り

つ
く
作
家
の
心
情
に
の
り
か
か
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
版
画
の
動
き
を
圧
し
つ
ぶ

そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。」
が
加
え
ら
れ
、「
創
作
版
画
家
以
上
に
熱
心
に
」
が

「
創
作
版
画
家
以
上
に
物
資
確
保
に
敏
感
な
」
と
な
り
、「
楠
公
像
の
掃
除
」
は

「
皇
居
前
楠
公
像
の
掃
除
、
内
原
訓
練
所
見
学
」
と
な
り
、「
配
給
物
資
を
つ
か

っ
て
に
つ
づ
け
て
「
創
作
版
画
家
の
版
を
借
り
、
慰
問
袋
用
に
軍
艦
用
に
刷
専

業
者
が
刷
る
の
で
あ
る
」
と
続
く
、
更
に
後
半
部
分
の
「
粗
製
量
産
を
」
以
下

は
抹
消
さ
れ
、
代
わ
り
に
「
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
日
版
協
で
も
や
っ
て
い
た
か

ら
、
ど
こ
に
一
た
ば
の
こ
っ
て
い
た
の
か
、
東
条
首
相
の
肖
像（

（1
（

や
「
皇
軍
万

歳
」「
聖
戦
を
闘
い
ぬ
こ
う
」
な
ど
と
附
し
た
愚
劣
な
絵

3

3

3

3

が
、
い
ま
だ
に
古
書

店
の
隅
で
見
つ
か
る
。
い
ま
「
モ
ダ
ン
・
ス
タ
イ
ル
」
で
胸
そ
ら
し
て
い
る
あ

の
人
か
と
、
サ
イ
ン
を
さ
ぐ
り
出
す
こ
と
も
あ
る
。」
と
な
る
。「
大
正
・
昭
和

の
版
画
―
回
想
の
創
作
版
画
運
動
―
」
の
方
が
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
様
な
と
言
う

よ
り
は
、
誇
張
さ
れ
、
批
判
対
称
が
よ
り
具
体
的
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
現

代
版
画
Ⅰ　

明
治
―
昭
和
」
で
削
除
さ
れ
た
後
半
部
分
の
「
粗
製
量
産
を
作
家

群
に
せ
ま
っ
た
と
き
、
皮
肉
に
も
造
型
版
画
協
会
は
単
一
制
作
の
主
張
の
も

と
に
、
こ
の
戦
時
の
迎
合
組
織
か
ら
離
れ
さ
っ
た
」
以
下
の
文
面
は
、
小
野
の

戦
時
下
の
立
場
を
主
張
す
べ
き
意
味
あ
る
文
面
な
の
に
、
何
故
、
削
除
を
と

い
う
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。

　

版
画
家
で
あ
り
、
歴
史
家
で
も
あ
っ
た
小
野
忠
重
に
は
、
あ
の
時
代
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
自
己
総
括
し
た
上
で
の
発
言
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。

　

些
細
な
こ
と
で
あ
る
が
、
小
野
忠
重
年
譜
の
記
載
に
見
ら
れ
る
「
十
八
年
十

月　

版
画
奉
公
会
を
退
会（

（1
（

」
の
、「
退
会
」
と
い
う
言
葉
が
全
面
に
で
て
、
あ
の

時
代
の
こ
と
を
一
言
で
終
え
て
し
ま
う
事
に
は
危
惧
を
覚
え
る
。

　

私
と
し
て
は
あ
の
時
代
を
も
っ
と
人
間
臭
く
、
更
に
個
人
の
問
題
に
流
さ
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れ
る
こ
と
を
極
力
避
け
、
あ
の
時
代
を
共
有
し
て
い
る
人
々
の
全
体
の
課
題
と

し
て
問
う
こ
と
を
根
底
に
置
き
、
そ
の
手
掛
り
の
一
つ
と
し
て
、
例
え
そ
れ
が

微
細
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
問
題
意
識
を
集
中
さ
せ
た
い
と
思
う
。
又

版
奉
が
仮
り
に
版
画
界
と
い
う
限
ら
れ
た
世
界
に
留
ま
っ
て
い
た
も
の
と
し
て

も
、
あ
の
戦
時
下
と
い
う
時
代
を
語
る
一
齣
と
し
て
、
単
一
に
版
画
界
の
限
定

す
る
中
に
押
し
込
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
故
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
そ
の
こ
と
を
問
う
に
は
、
余
り
に
も
資

料
が
少
な
く
、
そ
の
実
態
を
具
体
的
に
す
る
に
は
ま
だ
時
間
を
要
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
も
う
少
し
資
料
の
所
在
の
調
査
を
と
考
え
を
巡
ら

し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
に
日
本
版
画
協
会
会
長
に
就

任（
（1
（

し
て
以
来
、
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
、
正
し

く
あ
の
戦
時
下
の
ま
っ
た
だ
中
に
そ
の
任
あ
っ
た
石
井
鶴
三
の
旧
蔵
資
料
が
、

信
州
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
そ
の
図
書
館
の
ご
理
解

の
も
と
「
石
井
鶴
三
旧
蔵
資
料
」
を
調
査
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

先
ず
最
初
に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
厖
大
な
信
州
大
学

附
属
図
書
館
石
井
鶴
三
旧
蔵
資
料
群
は
、
鶴
三
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
の
交
流

関
係
、
東
京
美
術
学
校
（
現
：
東
京
芸
術
大
学
／
一
九
四
四
―
五
九
）
在
籍
時

の
資
料
、
一
美
術
家
が
時
代
に
生
き
た
証
し
が
凝
縮
し
て
い
る
資
料
群
で
あ
る
。

そ
れ
は
正
し
く
近
代
美
術
研
究
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
、
我
が
国

の
近
代
美
術
研
究
の
基
礎
研
究
に
一
光
を
射
す
も
の
と
確
信
さ
せ
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
勿
論
、
言
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
だ
が
、
鶴
三
が
寄
与
し
て
き
た
長
野

県
の
近
代
美
術
運
動
研
究
に
も
多
く
の
成
果
を
上
げ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
信
州
大
学
附
属
図
書
館
が
、
日
本
の
近
代
美
術
史
を
語
る
に
欠

か
す
こ
と
の
出
来
な
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。

　

版
画
関
係
の
資
料
に
目
を
向
け
る
と
、
各
種
版
画
展
目
録
、
日
本
版
画
協
会

会
報
、
版
画
家
の
賀
状
類
な
ど
あ
り
、
そ
の
版
画
家
や
関
係
者
の
名
を
列
挙

す
る
と
、
旭
正
秀
、
大
内
青
圃
、
織
田
一
磨
、
恩
地
孝
四
郞
、
谷
中
安
規
、

戸
張
孤
雁
、
中
島
重
太
郎
、
平
塚
運
一
、
前
川
千
帆
、
森
田
恒
友
、
山
口
久

吉
、
山
本
鼎
ら
の
存
在
が
目
に
止
ま
り
、
近
代
版
画
を
考
え
る
上
で
意
義
あ

る
資
料
群
で
あ
る
。

　

し
か
し
当
初
に
意
図
し
た
資
料
（
版
奉
を
始
め
と
し
た
、
戦
時
下
の
版
画
界

の
動
向
）
は
現
在
ま
だ
見
出
す
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。
不
思
議
と
言
え
ば
不

思
議
で
は
あ
る
。
そ
こ
で
、
少
し
脇
道
に
逸
れ
る
が
こ
の
事
を
考
え
て
み
た
。

　

最
初
に
版
奉
の
名
簿
類（

（2
（

の
中
に
鶴
三
の
名
前
は
な
い
。
次
に
「
立
場
上
」
と

言
う
こ
と
を
考
え
た
時
、
当
時
、
鶴
三
が
日
本
版
画
協
会
会
長
の
役
職
に
あ

る
な
ら
ば
、
名
前
だ
け
で
も
版
奉
の
そ
れ
な
り
の
位
置
に
名
を
連
ね
て
も
よ

い
は
ず
で
あ
る
。
が
し
か
し
、
会
長
就
任
が
昭
和
十
九
年
な
ら
ば
、
昭
和
十
八

年
に
は
会
を
代
表
す
る
会
長
職
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
十
八
年
五
月

十
一
日
の
日
本
版
画
奉
公
会
結
成
時
に
は
、
立
場
上
と
い
う
意
味
で
は
、
版

奉
の
要
職
に
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
推
察
す
る
。
加
え
て
、
岡
田
三
郎

助
が
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
九
月
に
逝
去
さ
れ
て
以
来
、
昭
和
十
九
年
に

鶴
三
が
会
長
に
就
任
す
る
ま
で
は
会
長
席
は
空
白
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
日
本
版
画
協
会
理
事
で
あ
り
、
版
画
界
の
中
心
的
指
導
者
で
あ
っ
た

恩
地
が
、
版
奉
の
理
事
長
に
就
任
し
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
鶴
三
が
昭
和
十

九
年
に
会
長
に
就
任
し
た
時
点
で
は
、
版
奉
の
組
織
が
固
定
化
さ
れ
、
そ
れ

な
り
の
活
動
も
し
て
い
た
。
そ
こ
で
敢
え
て
人
事
の
入
れ
替
え
、
組
織
構
成
の

組
直
し
な
ど
す
る
余
裕
も
し
く
は
必
要
は
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
今
更
と
言
う

感
も
あ
っ
た
ろ
う
。
鶴
三
自
信
も
「
日
本
美
術
及
工
芸
統
制
協
会
」「
日
本
美

術
報
国
会
」
に
席
を
置
き
、
そ
れ
な
り
の
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
な

ら
ば
、
版
奉
と
は
一
線
を
引
い
て
の
も
の
か
と
思
え
る
。『
石
井
鶴
三
日
記（

（2
（

』の

昭
和
十
七
・
八
・
九
年
の
記
載
を
見
て
も
版
奉
の
事
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
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お
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
日
本
美
術
報
国
会
の
事
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
版
奉
設
立

に
尽
力
し
た
版
画
家
の
日
記
（
昭
和
一
七
・
一
八
年
）
に
も
、
鶴
三
の
名
前
は

出
て
来
な
い
。

　

更
に
、
版
奉
の
参
加
団
体
と
し
て
は
、
日
本
版
画
協
会
、
日
本
エ
ッ
チ
ン
グ

作
家
協
会
、
造
型
版
画
協
会
、
新
版
画
会
、
無
所
属
版
画
家（

（2
（

、
新
版
画
系
の
作

家
達
、
浮
世
絵
・
新
版
画
の
版
元
、
彫
師
、
摺
師
等
々
の
機
関
、
個
人
に
よ
っ

て
で
き
た
団
体
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
既
存
の
機
関
を
解
体
し
、
統
合
さ
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
既
存
の
機
関
は
、
同
時
期
に
展
覧
会
等
の
独
自
の
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
推
察
す
る
に
、
既
存
の
機
関
及
び
版
画
家

個
々
人
に
対
し
て
へ
の
、
政
治
的
強
制
力
を
強
い
ら
れ
る
様
相
は
な
か
っ
た
よ

う
で
、
版
奉
会
員
と
し
て
、
名
を
連
ね
る
こ
と
は
、
版
画
家
・
版
元
・
彫
師
・

摺
師
及
び
関
係
者
ら
個
々
人
の
自
由
意
志
が
先
行
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
鶴

三
も
日
本
版
画
協
会
の
理
事
で
あ
り
、
会
議
や
展
覧
会
等
に
は
協
力
し
て
い
た

が
、
自
ら
の
立
場
を
別
の
場
所
・
日
本
美
術
報
国
会
に
置
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

ま
た
鶴
三
は
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
九
月
十
九
日
か
ら
釜
山
・
京
城
・

奉
天
経
由
で
北
京
に
入
り
、
北
京
滞
在
。
十
月
三
日
（
在
新
京
東
北
亜
細
亜
文

化
振
興
会
か
ら
の
依
嘱
）
奉
天
経
由
で
新
京
に
行
く
。
新
京
で
は
滞
在
期
間
の

多
く
を
版
画
家
旭
正
秀
と
行
動
を
共
に
し
て
お
り
、
十
月
七
日
に
は
旭
、
版
画

家
畦
地
梅
太
郎
と
博
物
館
見
学
な
ど
の
市
内
見
学
、
夜
の
歓
迎
会
に
旭
、
畦
地

も
参
加
し
て
い
る
。
ロ
マ
ノ
フ
カ
村
に
行
く
な
ど
の
活
動
を
す
る
。
二
十
六
日

に
は
釜
山
を
経
由
し
て
下
関
に
到
着
す
る
。
延
べ
三
十
八
日
間
の
大
陸
旅
行
を

行
っ
て
い
る（

（2
（

こ
と
か
ら
、
版
奉
の
仕
事
に
深
く
携
わ
る
時
間
は
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
右
記
の
こ
と
を
箇
条
書
き
に
ま
と
め
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
版
奉
の
名
簿
に
は
鶴
三
の
名
前
は
な
い
。

二
、
会
長
就
任
は
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
な
の
で
、「
立
場
上
」
と
い
う

意
味
で
は
、
版
奉
の
要
職
に
就
く
必
要
が
な
か
っ
た
。

三
、「
日
本
美
術
及
工
芸
統
制
協
会
」「
日
本
美
術
報
国
会
」
に
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
い
た
。

四
、
版
奉
結
成
式
で
あ
っ
た
、
昭
和
十
八
年
五
月
十
一
日
の
鶴
三
の
日
記

に
は
「
晴　

東
京
新
聞
原
稿
「
吉
田
松
陰
と
其
門
下
」
／
朝
日
新
聞
原

稿
「
三
笠
艦
上
の
東
郷
大
将
」
を
書
い
て
西
田
町
に
行
く
時
間
お
く
れ

て
辛
じ
て
告
別
式
に
間
に
合
っ
た　

式
後
堀
ノ
内
」
と
あ
る
だ
け
で
、

版
奉
の
こ
と
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。

五
、
日
本
版
画
協
会
と
し
て
版
奉
に
参
加
す
る
が
個
人
的
な
立
場
で
は
参

加
し
て
い
な
い
。

六
、
九
月
十
九
日
か
ら
十
月
二
十
六
日
の
三
十
八
日
間
と
い
う
長
期
の
大

陸
旅
行
を
行
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
組
み
合
わ
せ
て
考
え
た
な
ら
ば
、
石
井
鶴
三
旧
蔵
資
料
の

中
に
、
私
が
意
図
と
し
た
資
料
が
見
い
だ
せ
な
い
の
は
分
か
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
し
か
し
石
井
鶴
三
旧
蔵
資
料
の
調
査
は
ま
だ
途
上
の
段
階
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
の
調
査
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
過
程
で

得
た
、
石
井
鶴
三
の
美
術
に
対
す
る
姿
勢
に
刺
激
を
受
け
る
と
共
に
、
旭
正
秀

の
デ
ッ
サ
ン
社
と
の
関
係
な
ど
の
新
し
い
発
見
。
そ
れ
以
上
に
曖
昧
に
し
て
き

た
、
私
の
「
版
画
観
」
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
を
、
再
度
見
直
し
、
確
認

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
言
う
思
い
に
駆
り
立
て
ら
た
。
そ
れ
が
今
回
の
小

論
を
執
筆
す
る
切
っ
掛
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
ず
鶴
三
が
抱
い
た
「
版
画
」

と
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
が
、
私
の
「
版
画
観
」
を
考
え
る
上

で
の
大
切
な
一
歩
と
考
え
た
。

　
　
　
石
井
鶴
三
の
版
画
・
口
絵
・
装
幀
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先
ず
は
石
井
鶴
三
の
「
版
」
の
世
界
を
概
観
し
て
み
る
。
最
初
に
挙
げ
ら
れ

る
の
が
、
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
九
月
に
発
刊
さ
れ
た
『
平
旦　

第
壹

号（
（2
（

』
誌
上
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
原
画
《
猫
》
の
木
版
画
で
あ
る
。
更

に
同
誌
三
号
に
は
、
鶴
三
の
最
初
の
自
画
自
刻
自
摺
の
三
色
摺
の
《
虎
》
図
が
、

四
号
に
は
墨
一
版
の
《
え
り
も
の
》
が
、
五
号
に
は
《
見
る
人
聞
く
人
》
の
刀

画
（
木
版
画
）
が
挿
入
さ
れ
る
。
暫
く
時
間
を
措
い
て
、
日
本
創
作
版
画
協
会

（
大
正
七
・
一
九
一
八
）
に
参
加
し（

（2
（

、
同
八
（
一
九
一
九
）
年
の
第
一
回
展（

（2
（

に
は
、

《
泣
く
子
》《
雪
国
》《
山
の
鳥
》《
辰
・
巳
・
午
・
未
》
の
四
点
を
出
品
す
る（

（2
（

。
同

年
十
二
月
に
は
、
中
島
重
太
郎
主
宰
に
よ
る｢

日
本
風
景
版
画
会｣

よ
り
発
刊

さ
れ
た
、『
日
本
風
景
版
画
』
シ
リ
ー
ズ（

（2
（

の
第
九
集
『
東
京
近
郊
之
部
』
を
、
次

い
で
翌
九
年
に
は
第
十
集
『
日
本
ア
ル
プ
ス
之
部
』
を
彫
師
伊
上
凡
骨
の
彫
り

で
制
作
す
る
。
暫
く
時
間
を
措
い
た
明
治
三
十
八
年
か
ら
大
正
八（
一
九
一
九
）

年
の
約
十
年
間
は
、
こ
れ
と
言
っ
て
目
立
っ
た
版
画
創
作
活
動
は
さ
れ
て
い
な

い
が（

（2
（

、
賀
状（

（3
（

な
ど
の
趣
味
的
な
活
動
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

同
期
間
中
に
は
、
山
本
鼎
の
進
め
で
北
沢
楽
天
主
宰
の
『
東
京
パ
ツ
ク
』（
明

治
三
八
年
創
刊（

（3
（

）
で
漫
画
を
描
き
始
め
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
『
楽
天
パ
ツ

ク
』
が
終
刊
を
迎
え
る
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
ま
で
の
八
年
間
、
漫
画
記
者

と
し
て
活
躍
を
続
け
て
い
た
。

　

日
本
創
作
版
画
協
会
展（

（3
（

に
は
、
三
回
展
の
不
出
品
以
外
は
欠
か
す
こ
と
な
く
、

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
の
展
覧
会
の
休
止
ま
で
の
九
回
展
に
作
品
を
発
表
し

続
け
る
。
会
員
に
な
っ
た
の
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
一
月
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
一
月
に
、
日
本
創
作
版
画
協
会
、
洋
風
版
画
会
及
び

無
所
属
の
版
画
家
た
ち
が
合
流
し
、
会
長
に
岡
田
三
郎
助
を
迎
え
日
本
版
画
協

会
が
設
立
す
る
。
以
後
日
本
版
画
協
会
を
中
心
に
し
て
鶴
三
の
版
画
創
作
活
動

が
あ
っ
た
。
三
木
哲
夫
氏
は
「
近
代
日
本
版
画
家
名
覧
（1900-1945

）」
の

石
井
鶴
三
の
項
目
で
「
現
在
一
六
〇
点
ほ
ど
の
版
画
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
自
画
・
自
刻
・
自
摺
の
木
版
画
で
あ
る
が
、
職
人
と
の
協
働
作

品
…
…（

（3
（

」
と
記
述
す
る
。
彫
師
・
摺
師
に
よ
る
協
働
作
品
で
あ
る
『
日
本
風
景

版
画　

第
九
集
、
第
十
集
』、《
東
京
駅
》に
刻
さ
れ
た
職
人
の
技
術
は
、
鶴
三
が

求
め
た
で
あ
ろ
う
直
線
的
な
線
描
表
現
を
理
解
し
堅
持
す
る
。
そ
の
結
果
、
鶴

三
の
持
ち
味
を
活
か
し
た
個
性
あ
る
作
品
群
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
鶴

三
と
職
人
の
間
で
、
信
頼
感
が
維
持
さ
れ
て
い
る
が
故
の
成
果
で
あ
る
こ
と
が

察
せ
ら
れ
る
。

　

版
画
制
作
に
自
画
・
自
刻
・
自
摺
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
職
人
と
の
交
流

で
得
た
技
術
の
こ
だ
わ
り
の
成
果
は
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
の
《
山
嶽
》、

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
の
《
温
泉
》
で
発
揮
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

鶴
三
の
版
画
の
大
半
を
占
め
る
、
自
画
・
自
刻
・
自
摺
の
作
品
も
、
骨
太
で

直
線
的
な
墨
線
描
表
現
が
骨
格
を
な
し
、
単
純
化
さ
れ
た
表
現
は
存
在
感
を
伝

え
る
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
の
《
浴
女
》
な
ど
の
人
物
画
や
、
面
的
表
現

の
《
窟
の
湯
》（
大
正
十
一
：
一
九
二
二
年
）、《
廬
山
》（
昭
和
十
六
：
一
九
四
一

年
）、
更
に
墨
一
版
で
摺
ら
れ
二
点
一
組
の
作
品
《
風
雷
》（
昭
和
四
十
二
：
一

九
六
七
年
）
は
、
力
強
く
立
体
感
を
持
ち
迫
っ
て
く
る
迫
力
感
を
漂
わ
す
一
方
、

雅
的
趣
き
も
同
時
に
伝
え
る
。

　

鶴
三
の
作
品
に
つ
い
て
、
恩
地
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
借
り
る
な
ら
ば
、「
こ
の

巾
広
な
制
作
範
囲
に
あ
つ
て
木
版
画
に
執
す
る
こ
と
も
深
い
。
彫
刻
家
で
あ
り
、

心
髄
的
写
実
家
で
あ
る
特
性
は
そ
の
板
目
木
版
画
に
も
よ
く
示
さ
れ
、
そ
の
斜

刀
で
為
さ
れ
る
刀
使
い
は
、
斜
度
が
高
く
、
随
っ
て
そ
の
摺
画
は
充
分
な
厚
み
、

奥
行
を
よ
く
平
面
に
盛
っ
て
居
る
。
技
法
は
素
朴
で
あ
る
が
細
心
、
悠
々
た
る

自
然
感
興
と
、
醇
朴
で
機
智
に
富
む
人
事
観
照
を
示
す
こ
と
が
多
い
。」と
の
記

述
が
自
著
『
日
本
の
現
代
版
画（

（3
（

』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
版
画
家
北
岡

文
雄
も
「
石
井
鶴
三
先
生
と
版
画（

（3
（

」
で
「
先
生
の
版
画
に
は
多
色
刷
り
は
少
な
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く
単
色
の
版
画
が
多
い
。
墨
一
色
の
版
画
で
あ
る
こ
と
が
、
先
生
の
場
合
は
最

も
必
然
性
が
あ
る
。
そ
の
刷
り
は
軽
く
入
念
の
趣
あ
り
斜
刻
の
特
長
を
よ
く
生

か
し
て
い
る
。」
と
述
べ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
木
版
画
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、

昭
和
初
期
《
夜
相
撲
》
な
ど
の
石
版
画
に
も
言
い
得
る
も
の
で
あ
る
。

　

 
一
枚
摺
り
以
外
の
木
版
に
よ
る
仕
事
と
し
て
は
、
久
保
田
万
太
郎
著
『
春

泥（
（3
（

』
に
見
ら
れ
る
折
り
込
み
口
絵
や
、
木
版
画
に
よ
る
装
幀
本
『「
宮
本
武
蔵
」

挿
絵
集（

（3
（

』
な
ど
の
多
く
を
数
え
る
。
ま
た
木
版
画
を
写
真
製
版
し
た
『
藝
術
寫

眞
研
究
』
や
『
信
濃
教
育
』
装
幀
が
あ
る
。
鶴
三
は
所
謂
版
画
（
鶴
三
は
挿
絵

な
ど
に
対
し
て
も
、「
版
画
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は

我
々
が
一
般
的
に
感
じ
て
い
る
「
版
画
」
を
と
言
う
意
味
で
「
所
謂
」
と
言
う

言
葉
を
冠
し
た
。）
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
見
て
み
た
い
。

そ
の
手
掛
か
り
と
し
て
以
下
の
鶴
三
の
二
つ
の
文
章
を
も
と
に
進
め
て
行
く
こ

と
に
す
る
。
そ
の
二
つ
の
文
章
と
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
三
月
十
六
日

に
発
行
さ
れ
た
『
週
刊
朝
日　

第
五
巻
第
一
二
号（

（3
（

』
に
掲
載
さ
れ
た
「
版
画
の

趣
味
」
と
、
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
四
月
号
の
『
藝
術
新
潮　

第
三
巻

第
五
号（

（4
（

』
に
掲
載
さ
れ
た
「
版
画
談
義
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
文
章
は
、

今
後
文
章
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
な
の
で
、
長
文

な
が
ら
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

　

先
ず
鶴
三
は
「
版
画
の
趣
味
」
に
お
い
て
は
、

「
版
画
の
味
と
い
う
も
の
は
、
い
ず
れ
は
作
者
の
気
稟
と
版
そ
の
も
の
の
持

味
と
が
渾
一
さ
れ
て
か
も
さ
れ
る
の
で
、
そ
う
簡
単
に
は
い
い
尽
せ
ま
せ

ん
。
／
版
画
は
、
筆
と
パ
レ
ツ
ト
の
か
わ
り
に
、
製
版
と
印
刷
の
手
段
を
と

っ
て
作
画
を
す
る
も
の
で
、
肉
筆
の
制
作
の
よ
う
に
そ
の
過
程
に
直
接
さ

が
少
な
く
、
間
接
的
な
処
が
多
い
の
で
制
作
に
意
志
的
な
働
き
を
多
分
に

要
求
さ
れ
ま
す
。
自
然
、
版
画
が
お
ち
つ
い
た
味
感
を
も
っ
て
く
る
の
で
は

あ
り
ま
す
ま
い
か
。（
中
略
）／
複
製
版
画
は
或
る
一
つ
の
出
来
上
っ
て
い
る

絵
の
複
製
が
使
命
で
、
そ
の
目
的
は
原
画
の
忠
実
な
再
現
に
あ
る
の
で
す

か
ら
、
そ
の
も
の
に
版
画
と
し
て
の
美
術
的
の
価
値
は
全
然
無
い
も
の
で

す
。
そ
こ
に
あ
る
も
の
は
原
画
の
画
的
価
値
と
そ
れ
か
ら
複
製
の
工
業
的
の

価
値
だ
け
で
す
。
／
創
作
版
画
は
絵
の
複
製
で
は
な
く
て
、
前
に
も
述
べ
た

通
り
製
版
と
印
刷
に
よ
っ
て
一
つ
の
絵
を
創
作
す
る
に
あ
る
の
で
す
。
肉
筆

の
絵
が
筆
と
絵
の
具
で
描
か
れ
る
と
同
じ
く
、
版
画
は
製
版
と
印
刷
で
絵

が
描
か
れ
る
の
で
す
。（
中
略
）／
自
画
自
刻
と
い
う
事
が
創
作
版
画
の
一
名

の
よ
う
に
い
い
慣
ら
さ
れ
て
来
た
処
か
ら
、
自
画
自
刻
な
ら
ば
創
作
版
画

だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
人
が
あ
る
事
で
す
。
自
画
自
刻
で
そ
れ
が
創
作
版

画
だ
と
は
い
え
ぬ
場
合
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
往
々
に
し
て
画
家
が
自
分

の
絵
を
複
製
的
に
製
版
印
刷
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
場
合

は
自
画
自
刻
で
も
そ
れ
は
複
製
で
、
決
し
て
版
画
と
し
て
見
る
わ
け
に
は

ゆ
か
な
い
の
で
す
。
こ
の
誤
解
は
画
家
で
も
陥
り
易
い
処
で
注
意
す
べ
き
で

す
。
そ
れ
か
ら
ま
た
彫
版
印
刷
を
他
人
に
ま
か
せ
て
も
複
製
で
も
な
く
て
創

作
版
と
し
て
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
画
家
が
彫
版
者
印
刷
者

を
支
配
し
て
、
恰
も
自
分
の
手
足
の
よ
う
に
使
役
し
て
自
分
の
絵
を
作
る

事
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
う
し
て
出
来
た
版
画
は
立
派
に
そ
の
画
家
の
創
作

と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
す
。
ま
た
は
、
画
家
と
製
版
者
と
印
刷
者
と
三
者
の

共
同
の
働
き
で
一
つ
の
版
画
が
作
ら
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
三

者
の
合
作
と
見
る
べ
き
で
す
。
決
し
て
単
に
版
下
を
描
い
た
画
家
の
み
の
作

画
と
は
見
る
べ
き
で
あ
り
ま
せ
ん
。
／
江
戸
時
代
に
盛
ん
な
流
行
を
極
め
た

浮
世
絵
の
版
画
錦
絵
も
、
以
上
の
見
地
か
ら
創
作
版
画
と
し
て
見
る
事
が

出
来
ま
す
。
あ
の
時
代
の
画
家
は
自
ら
刀
や
バ
レ
ン
を
と
ら
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
が
、
あ
の
錦
絵
の
過
程
に
は
版
画
と
し
て
の
考
慮
が
十
分
に
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
画
家
が
彫
版
者
印
刷
者
を
支
配
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
処
も

あ
り
ま
す
し
、
ま
た
三
者
共
同
の
作
画
と
見
ら
れ
る
節
も
あ
り
ま
す
。」
そ
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絵
」
が
作
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
事
か
ら
、
錦
絵
も
創
作
版
画
と
し

て
見
る
事
が
出
来
る
。

八
、 「
画
家
と
製
版
者
と
印
刷
者
と
三
者
の
共
同
の
働
き
で
一
つ
の
版
画
が
作

ら
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
三
者
の
合
作
と
見
る
べ
き
で
す
。

決
し
て
単
に
版
下
を
描
い
た
画
家
の
み
の
作
画
と
は
見
る
べ
き
で
有
り

ま
せ
ん
。」

九
、
肉
筆
画
と
版
画
関
係
に
つ
い
て
、「
そ
の
人
は
そ
の
口
吻
か
ら
さ
っ
す
る
と
、

多
分
版
画
は
肉
筆
よ
り
は
画
と
し
て
の
価
値
が
一
段
低
い
も
の
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
ら
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
／
肉
筆
は
尊
く
版
画
は
卑
し
い

と
い
う
謬
見
を
も
つ
て
い
る
人
は
可
な
り
多
い
よ
う
で
、
そ
れ
も
複
製

と
創
作
の
別
の
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
来
る
誤
り
で
し
ょ
う
」

　
　

と
当
時
の
版
画
が
置
か
れ
て
い
る
位
置
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

次
に
『
版
画
談
義
』
に
つ
い
て
触
れ
て
み
る
。
基
本
的
に
は
右
記
の
『
版
画

の
趣
味
』
の
内
容
を
踏
襲
す
る
箇
所
が
多
い
の
で
、
こ
こ
で
は
恩
地
孝
四
郞
の

版
画
観
に
対
す
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
事
か
ら
始
め
た
い
。

　
「
そ
れ
で
は
複
製
版
画
と
区
別
す
る
為
純
粋
版
画
を
創
作
版
画
と
い
っ
て
い

る
が
、
畏
友
恩
地
孝
四
郞
は
、
版
画
と
い
え
ば
創
作
版
画
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

複
製
版
画
に
は
版
画
の
名
称
を
与
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
成
程

版
画
と
い
え
ば
創
作
版
画
の
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
に
一
般
の
認
識
が
進

め
ば
は
っ
き
り
し
て
よ
い
と
思
う
。
な
お
進
ん
で
恩
地
君
は
「
だ
か
ら
江
戸
の

浮
世
絵
版
画
は
版
画
で
は
な
い
。」と
い
い
き
る
の
で
あ
る
。
此
説
に
も
私
は
同

感
す
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
如
き
、
版
画
に
対
す
る
見
解
が
と
か
く
曖
昧
に
墜

ち
易
い
時
に
は
、
こ
う
い
う
風
に
思
い
き
っ
て
強
く
い
う
方
が
よ
い
と
思
う
。

か
く
て
一
応
版
画
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
置
い
て
、
改
め
て
江
戸
の
浮
世
絵

版
画
を
見
な
お
し
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
而
し
て
そ
こ
に
版
画
性
を
見
出
し
た

い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
後
段
に
少
し
く
い
い
た
い
と
思
う
。」と
述
べ
る
。

し
て
文
末
に
「
一
つ
の
作
品
が
何
枚
も
作
ら
れ
る
の
が
版
画
の
も
つ
一
大
特

質
で
す
か
ら
、
版
画
は
こ
の
特
質
を
利
用
し
て
、
肉
筆
の
絵
が
少
数
の
貴

族
富
豪
の
手
に
独
占
さ
れ
る
に
反
し
、
誰
の
手
に
も
入
り
易
く
、
多
数
の

人
々
に
よ
っ
て
楽
し
ま
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
か
く
て
版
画
は
最
も
民
衆
的

の
芸
術
で
、
近
代
人
の
思
想
に
共
鳴
を
得
べ
き
性
質
の
も
の
で
す
。
…
…

…
」

　

こ
こ
で
、
本
引
用
文
を
箇
条
書
き
に
し
て
整
理
す
る
と
次
の
八
項
目
と
な

る
。

一
、
版
画
は
作
者
の
意
識
と
版
の
特
性
が
渾
一
な
っ
て
作
品
と
な
る
。

二
、
版
画
は
、
肉
筆
画
と
は
異
な
り
、
直
接
に
キ
ャ
ン
バ
ス
、
絹
、
紙
に
描

く
も
の
で
な
く
、
版
と
い
う
も
の
を
介
し
て
、
支
持
体
た
る
紙
・
絹
な
ど

に
描
か
れ
る
間
接
的
表
現
で
あ
る
。
版
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
と

い
う
も
の
が
生
ま
れ
、
落
ち
着
い
た
味
感
が
生
ま
れ
る
。

三
、「
複
製
版
画
」
と
は
、
完
成
し
た
絵
の
忠
実
な
再
現
で
、
版
画
と
し
て
の
美

術
的
の
価
値
は
全
然
な
く
、
そ
の
価
値
は
工
業
的
の
価
値
で
あ
る
。

四
、
も
う
一
つ
の
「
複
製
版
画
」
と
し
て
は
、
画
家
が
自
分
の
完
成
し
た
絵
、

自
ら
が
製
版
印
刷
（
自
刻
自
摺
）
し
て
も
、
版
画
と
は
言
わ
な
い
。
そ
れ

は
単
に
自
分
の
絵
の
複
製
画
に
過
ぎ
な
い
。

五
、
創
作
版
画
は
、
絵
の
複
製
で
は
な
く
、「
肉
筆
の
絵
が
筆
と
絵
の
具
で
描

か
れ
る
の
と
同
じ
く
、
版
画
は
製
版
と
印
刷
で
絵
が
描
か
れ
る
の
で

す
。」

六
、
も
う
一
つ
の
創
作
版
画
、「
画
家
が
彫
版
者
印
刷
者
を
支
配
し
て
、
恰
も

自
分
の
手
足
の
よ
う
に
使
役
し
て
自
分
の
絵
を
作
る
事
が
あ
る
か
ら
で

す
。
こ
う
し
て
出
来
た
版
画
に
は
立
派
に
そ
の
画
家
の
創
作
と
し
て
見
ら

れ
る
。」

七
、
錦
絵
に
つ
い
て
も
、
絵
師
が
「
自
分
の
手
足
の
よ
う
に
使
役
し
て
自
分
の
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そ
こ
で
鶴
三
が
指
摘
す
る
恩
地
の
版
画
に
つ
い
て
の
把
握
を
左
記
の
文
章
か

ら
引
い
て
み
る
と
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

▼
「
版
画
と
い
え
ば
創
作
版
画
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
複
製
版
画
に
は
版
画
の

名
称
を
与
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。」
極
論
す
る
と
「
複
製
」

と
言
う
言
葉
の
下
に
「
版
画
」
と
い
う
言
葉
を
附
す
こ
と
自
身
あ
り
得
な

い
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
。

▼
「
だ
か
ら
江
戸
の
浮
世
絵
版
画
は
版
画
で
は
な
い
。」「
だ
か
ら
」
は
「
錦

絵
は
複
製
版
画
」
を
意
味
す
る
。

　

鶴
三
は
錦
絵
に
つ
い
て
「
江
戸
の
錦
絵
は
も
と
も
と
は
画
家
の
肉
筆
画
の
複

製
せ
ん
と
す
る
目
的
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
発
生
に
於
て
は

決
し
て
版
画
と
は
い
え
ぬ
の
で
あ
る
が
、
云
々
」
と
い
う
。
又
「
自
己
の
既
成

絵
画
を
作
者
自
身
の
手
で
複
製
す
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。」
に
つ
い
て
の
文
章
で
あ
る
の
だ
が
、
前
者
の
「
画
家
の
肉
筆
画
」
特
定
の

画
家
を
指
す
こ
と
な
く
不
特
定
の
画
家
を
言
い
、「
自
己
の
既
成
絵
画
」
自
分
の

完
成
し
た
絵
を
版
に
起
こ
す
の
意
味
の
よ
う
だ
。
何
れ
も
「
完
成
さ
れ
た
絵
」

を
「
複
製
」
す
る
意
味
を
指
す
も
の
か
と
思
う
が
、
さ
て
錦
絵
は
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
少
し
の
間
で
も
あ
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
聞
か

な
い
。
錦
絵
と
言
わ
れ
る
以
前
、
つ
ま
り
初
期
浮
世
絵
版
画
の
段
階
か
ら
、
絵

師
達
は
版
の
効
果
を
事
前
に
意
識
し
た
上
で
、
自
分
た
ち
の
個
性
を
生
か
し
、

工
夫
を
凝
ら
し
、
版
の
為
の
絵
（
下
絵
）
を
作
製
し
、
版
画
に
し
た
の
で
あ
る
。

勿
論
そ
こ
に
は
職
人
達
の
努
力
も
あ
っ
た
ろ
う
。
後
者
の
言
う
「
画
家
本
人
の

完
成
し
た
絵
」
を
版
に
す
る
と
い
う
こ
と
も
聞
か
な
い
。
こ
れ
は
、
四
の
項
目

に
近
し
い
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。
錦
絵
は
、
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
鈴
木

晴
信
ら
に
よ
っ
て
登
場
し
た
錦
絵
は
、
登
場
し
た
時
点
か
ら
、
版
の
美
が
完
成

さ
れ
て
お
り
、
画
家
（
絵
師
）
の
個
性
が
淀
み
な
く
開
花
し
た
版
の
世
界
を
創

り
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
江
戸
後
期
・
幕
末
に
い
た
っ
て
も
、
時
代
的
様
相
を

受
入
れ
な
が
ら
各
絵
師
達
の
個
性
が
遺
憾
無
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　

先
の
七
、
八
の
項
目
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
繰
り
返
す
が
鶴
三
は
言
う
「
画

家
が
彫
版
者
印
刷
物
（
彫
師
・
摺
師
）
を
、
恰
も
自
分
の
手
足
よ
う
に
」
ど
れ

だ
け
強
く
「
使
役
し
て
」
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
絵
師
が
彼
等
と
深
く
か

か
わ
る
仕
事
を
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
察
で
き
る
。
又
言
う
「
画
家
と
製
版

者
と
印
刷
者
と
三
者
の
共
同
の
働
き
で
一
つ
の
版
画
が
」
出
来
る
。
そ
れ
は
三

者
合
作
の
行
為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
、
そ
し
て
「
浮
世
絵
の
版
画
錦
絵
も
、

以
上
の
見
地
か
ら
創
作
版
画
と
し
て
見
る
事
が
出
来
ま
す
」と
締
め
く
く
る
。こ

れ
だ
け
は
っ
き
り
と
、
鶴
三
は
錦
絵
の
版
画
と
し
て
の
価
値
を
主
張
す
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
鶴
三
は
浮
世
絵
版
画
に
対
し
て
、
曖
昧
な
姿
勢
を
取
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
「
複
製
」
と
言
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
。

　

又『
版
画
談
義
』は
同
じ
よ
う
な
事
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
取
り
分
け「
複

製
」
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
で
、
重
複
す
る
こ
と
を
承
知
の
上
敢

え
て
触
れ
て
置
く
こ
と
に
す
る
。
先
の
「
江
戸
の
錦
絵
は
も
と
も
と
」
に
続
け

て
「
そ
の
発
生
に
於
て
は
決
し
て
版
画
と
は
い
え
ぬ
」
が
、
複
製
を
続
け
て
行

く
間
に
「
版
工
程
に
特
性
の
あ
る
こ
と
に
心
づ
き
」、
画
家
も
「
こ
の
版
の
特
性

を
活
さ
ん
と
試
み
」
ら
れ
、「
こ
の
動
き
は
画
家
に
版
画
的
感
動
が
起
さ
れ
そ
れ

を
作
画
に
活
用
せ
ん
と
試
み
た
と
見
る
べ
く
、
こ
の
意
味
で
江
戸
の
錦
絵
は
大

体
画
の
複
製
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
版
画
性
の
存
在
は
認
め
ぬ
わ
け
に
は
ゆ
か
な

い
の
で
あ
る
。」と
い
う
。
よ
う
は
、
当
初
錦
絵
は
肉
筆
画
の
複
製
を
目
的
と
し

て
き
た
が
、
そ
の
複
製
画
を
繰
り
返
し
作
成
す
る
過
程
で
、
刻
版
の
良
き
点
を

見
出
し
版
画
的
感
動
を
呼
び
起
こ
し
複
製
版
画
を
制
作
し
て
き
た
。
し
か
し
、

次
第
に
「
純
粋
に
そ
の
再
現
で
は
は
く
木
版
の
線
に
な
っ
て
お
り
、
画
家
も
そ

れ
を
意
識
し
て
、
彫
版
師
を
し
て
か
く
彫
ら
し
め
た
如
く
、
か
く
し
て
肉
筆
画

と
異
な
る
、
一
境
地
の
現
出
を
は
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」
そ
し
て
、

末
期
に
な
る
と
彫
師
・
摺
師
の
技
術
の
発
達
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
、
肉
筆
画
に
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は
現
す
こ
と
が
出
来
な
い
技
術
を
創
り
出
し
た
。「
だ
か
ら
江
戸
の
錦
絵
は
単
な

る
画
家
の
作
と
は
い
い
難
く
、
画
家
と
彫
師
と
摺
師
と
の
三
者
合
作
に
成
る
と

見
る
の
が
至
当
で
、
一
種
の
版
画
性
を
具
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
が
、

絵
画
の
複
製
的
な
面
も
多
分
に
あ
る
の
で
、
不
徹
底
で
あ
る
か
ら
純
粋
に
版
画

と
は
い
え
ぬ
が
、
凖
版
画
と
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。」つ
ま
り
、「
錦
絵

に
な
ま
な
か
版
画
性
を
認
め
る
と
、
世
人
の
誤
解
の
種
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

か
ら
、
版
画
で
無
い
と
す
る
方
が
無
難
で
あ
る
と
言
う
の
が
恩
地
君
の
意
見

で
」と
、
鶴
三
は
う
な
づ
い
た
の
で
あ
る
。割
り
切
れ
な
い
感
情
が
残
る
が
、
こ

の
こ
と
は
「
終
わ
り
に
」
で
触
れ
た
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
版
画
の
複
数
性
に
つ
い
て
、
先
の『
版
画
の
趣
味
』に
置
い
て
は
、
複

数
性
と
美
術
的
価
値
と
価
格
の
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
る（

（4
（

。『
版
画
談
義
』に
お
い

て
も
、「
版
画
に
は
肉
筆
絵
と
異
な
る
一
境
地
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
愛
着
を
以
て

作
画
し
て
い
る
の
が
版
画
家
で
あ
る
が
、
版
画
に
は
ま
た
一
作
を
成
せ
ば
同
じ

創
作
画
が
多
数
得
ら
れ
る
と
い
う
特
性
を
も
っ
て
い
て
、
両
者
を
活
か
す
と
こ

ろ
に
版
画
の
強
味
が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
」
更
に
「
版
画
は
最
も
民
衆
的
の
芸

術（
（4
（

」
と
版
画
特
性
で
あ
る
複
数
性
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
一
方
で
は
、「
版
画
家

の
中
に
は
必
ず
し
も
多
数
性
を
意
に
介
せ
ぬ
も
の
も
あ
っ
て
、
一
作
を
得
る
だ

け
で
満
足
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。

　
　
　
石
井
鶴
三
の
挿
絵

　

石
井
鶴
三
の
大
き
な
創
作
活
動
に
、
挿
絵
画
家
と
し
て
の
存
在
が
あ
る
。

鶴
三
は
挿
絵
に
つ
い
て
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月
『
中
央
美
術　

第

九
巻
第
七
号
』
の
「
さ
し
え
画
家
と
し
て
」
の
文
中
で
「
そ
れ
ら
の
粗
悪
な
用

紙
製
版
印
刷
を
自
分
の
も
の
に
し
て
、
う
ま
く
使
っ
て
い
い
効
果
を
得
よ
う
と

す
る
心
が
働
く
。
こ
の
心
は
全
部
版
画
家
の
心
で
す
。
こ
の
場
合
版
式
は
複
製

版
画
の
か
た
ち
を
と
る
が
、
出
来
る
も
の
は
創
作
版
画
の
一
つ
と
見
ら
れ
て
少

し
も
差
支
あ
り
ま
せ
ん
。（

（4
（

」
と
、
そ
こ
に
は
敢
え
て
「
創
作
」
と
言
う
言
葉
を
冠

し
、
挿
絵
に
特
段
の
意
味
付
け
を
す
る
。
更
に
昭
和
六（
一
九
三
一
）年
刊『
春

陽
会
雑
報　

第
九
回
展
第
一
号
』
誌
上
で
も
「
新
聞
挿
絵
を
見
て
、
人
は
こ
の

原
画
が
見
た
い
と
云
い
ま
す
小
生
の
新
聞
挿
絵
は
紙
上
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
が

原
画
で
す
。
何
故
と
い
う
に
一
種
の
版
画
だ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
肉
筆
は
版
下

で
作
画
の
一
つ
の
過
程
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。（

（4
（

」
と
言
い
、
ま
た
「『
石
井
鶴
三
挿
絵

集
』
自
序
」
で
も
「
新
聞
の
挿
絵
は
一
種
の
版
画
で
あ
る
と
小
生
は
心
得
て
お

り
ま
す
。
複
製
的
の
版
式
な
が
ら
、
そ
の
製
版
印
刷
の
過
程
を
経
て
、
紙
上
に

現
る
る
と
こ
ろ
の
版
画
効
果
を
、
考
慮
し
て
筆
を
執
っ
て
お
り
ま
す
。（

（4
（

」と
述
べ
、

鶴
三
は
挿
絵
に
た
い
し
て
「
創
作
版
画
の
一
つ
」
と
言
い
、「
版
画
効
果
を
考
慮

し
て
筆
を
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
勿
論
重
要
（
下
絵
）
な
一
過
程
で

す
が
ど
こ
ま
で
も
過
程
で
す
。
そ
れ
か
ら
製
版
印
刷
の
過
程
を
経
て
紙
面
に
刷

り
出
さ
れ
て
は
じ
め
て
完
全
な
画
と
な
る
の
で
す
。（

（4
（

」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
挿
絵
は
版
画
の
製
作
工
程
と
同
様
に
、
先
ず
下
絵（
肉
筆
）を
描
き
、
そ

の
下
絵
を
製
版
（
彫
り
）
し
印
刷
（
摺
り
）
す
る
と
い
う
工
程
に
よ
っ
て
描
か

れ
た
絵
画
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
各
処
で
製
版
の
重
要
性
を
説
く
。

　

当
初
よ
り
製
版
を
意
識
し
た
下
絵
作
り
、
自
ら
も
製
版
に
も
立
ち
会
う
。
そ

し
て
印
刷
・
刷
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
絵
と
し
て
の
完
成
を
み
る
。
正
に
版

画
で
あ
る
と
。

　
　
　
終
わ
り
に

　

本
小
論
の
序
文
は
、
本
編
に
比
べ
て
些
か
長
す
ぎ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

何
が
本
小
論
に
た
づ
さ
わ
る
切
っ
掛
け
に
な
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た

い
と
言
う
こ
と
と
、
石
井
鶴
三
旧
蔵
資
料
群
の
存
在
の
素
晴
ら
し
さ
に
、
魅
了
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さ
れ
て
い
る
自
分
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

鶴
三
が
木
版
画
に
魅
了
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
推
測
の
域
を
脱
し
得
な
い
が
、

近
代
版
画
の
重
要
な
一
つ
の
起
点
と
な
る
べ
き
作
品
、
明
治
三
十
七
（
一
九
〇

四
）
年
七
月
発
刊
文
芸
雑
誌
『
明
星 

七
月
号
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
山
本
鼎
の
刀

画
（
木
版
画
）《
漁
夫
》
と
の
出
会
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
は
こ

う
で
あ
る
。
鼎
が
《
漁
夫
》
の
版
を
彫
っ
て
い
る
場
面
に
同
席
し
て
い
た
こ
と

が
、
小
野
忠
重
『
近
代
日
本
の
版
画
』
で
「
こ
の
年
の
冬
休
み
の
銚
子
行
か
ら

山
本
が
版
に
す
る
傍
で
、
奇
し
く
も
石
井
鶴
三
が
見
て
い
た
。（

（4
（

」と
の
報
文
で
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
版
と
は
勿
論
《
漁
夫
》
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
最
初

の
木
版
画
と
い
う
よ
り
も
、
自
画
自
刻
自
摺
の
版
画
の
世
界
を
知
り
意
識
し
て

い
く
よ
う
に
な
り
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
年
刊
『
平
旦
』
誌
上
の
ニ

コ
ル
ソ
ン
原
画
の
《
猫
》
に
始
ま
り
、
刀
画
《
虎
》《
え
り
も
の
》《
見
る
人
聞

く
人
》を
発
表
し
、
自
画
自
刻
自
摺
の
刀
画
制
作
に
魅
了
さ
れ
る
の
で
あ
る
。自

画
自
刻
自
摺
の
世
界
に
変
化
を
き
た
す
切
っ
掛
け
と
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
、

彫
り
を
彫
師
伊
上
凡
骨
に
依
頼
し
、
更
に
専
業
摺
師
を
迎
え
て
制
作
さ
れ
た
、

中
島
重
太
郎
主
宰
「
日
本
風
景
版
画
会
」
刊
の
『
日
本
風
景
版
画
』
シ
リ
ー
ズ

に
参
加
し
、『
第
九
集　

東
京
近
郊
之
部
』『
第
十
集　

日
本
ア
ル
プ
ス
之
部
』
を

制
作
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
し
ょ
う
。
自
画
自
刻
自
摺
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、

自
分
の
創
作
に
対
す
る
意
識
を
、
職
人
達
（
彫
師
・
摺
師
）
と
深
い
か
か
わ
り

を
も
ち
、
直
接
的
に
自
分
の
意
見
を
伝
え
、
作
品
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
制

作
工
程
を
管
理
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
版
画
の
芸
術
的
可
能
性
を
維
持
で

き
る
も
の
と
察
し
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
れ
は
鶴
三
が
錦
絵
の
三
者
共
同
の
制

作
方
法
の
中
に
、
版
画
性
の
価
値
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
よ
う
に
、
版
画

創
作
活
動
に
新
し
い
視
点
を
見
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
日
本
風
景

版
画
』
シ
リ
ー
ズ
に
か
か
わ
っ
た
石
井
柏
亭
、
森
田
恒
友
、
平
福
百
穂
、
坂
本

繁
二
郎
、
小
杉
未
醒
ら
、
更
に
山
本
鼎
の
『
草
画
舞
台
姿
』（
一
九
一
一
）
も
、

若
干
の
ず
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
ほ
ぼ
同
様
な
思
い
出
で
あ
っ
た
と
思
う
。
中

で
も
石
井
柏
亭
の
『
東
京
十
二
景
』（
一
九
一
○-

一
七
）
も
凡
骨
の
彫
り
で

制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
江
戸
趣
味
を
開
花
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
唯
私

と
し
て
は
、
鶴
三
の
言
う
錦
絵
か
ら
版
画
性
ま
で
の
過
程
の
ま
ず
「
複
製
画
」

か
ら
始
ま
っ
た
と
す
る
考
え
や
、「
錦
絵
」
を
「
版
画
」
と
し
て
の
存
在
意
義
を

認
め
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
に
何
を
気
に
し
て
躊
跨
し
て
い
る
の
か
「
準
版

画
」
と
称
す
る
ど
ち
ら
と
で
も
取
れ
る
よ
う
な
曖
昧
な
考
え
方
は
、
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
あ
る
。

　

次
に
挿
絵
の
件
で
あ
る
が
、
鶴
三
は
山
本
鼎
の
紹
介
で
、
北
澤
楽
天
主
宰

の
漫
画
雑
誌
『
東
京
パ
ッ
ク
』
か
ら
『
楽
天
パ
ッ
ク
』
に
漫
画
記
者
と
し
て
八

年
間
勤
め
る
。
こ
こ
で
機
械
印
刷
に
直
接
的
に
か
か
わ
っ
て
行
く
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
が
彼
の
挿
絵
の
創
作
活
動
に
何
ら
か
の
影
響
、
も
し
く
は
下
絵
か
ら

挿
絵
と
な
っ
て
行
く
、
制
作
工
程
の
理
解
の
基
礎
と
な
る
下
地
が
出
来
た
こ

と
が
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。
此
処
に
は
、
坂
本
繁
二
郎
、
近
藤
浩
一
路
、
川
端

龍
子
、
前
川
千
帆
ら
が
か
か
わ
っ
て
い
た
。
そ
し
て
彼
等
と
は
長
い
付
き
合
い

と
な
る
。

　

印
刷
に
就
い
て
こ
の
様
な
下
地
が
あ
っ
た
時
に
、
挿
絵
の
仕
事
が
登
場
し

て
く
る
。
そ
の
代
表
作
に
上
司
小
剣
『
東
京
』
愛
欲
篇
、
中
里
介
山
『
大
菩
薩

峠
』、
吉
川
英
治
『
宮
本
武
蔵
』
等
の
作
品
が
あ
る
。
そ
し
て
挿
絵
に
つ
い
て
、

本
文
の
「
石
井
鶴
三
の
挿
絵
」
項
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
繰
り
返
し
述
べ
る
こ

と
は
避
け
て
、
唯
鶴
三
は
「
こ
の
場
合
版
式
は
複
製
版
画
の
か
た
ち
を
と
る
が
、

出
来
る
も
の
は
創
作
版
画
の
一
つ
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
鶴
三
に
と
っ
て
、
機

械
化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
そ
の
製
作
過
程
は
、
正
し
く
版
画
の
製
作
過

程
と
同
じ
で
あ
る
。
と
、
つ
ま
り
、
下
絵
を
製
版
者
が
い
て
（
彫
師
）
が
居
て

印
刷
者
（
摺
師
）
の
工
程
を
経
て
作
品
と
な
る
。
挿
絵
は
版
画
で
あ
る
と
。

　

最
後
に
鶴
三
に
と
っ
て
版
画
と
は
、
自
画
自
刻
自
摺
の
版
画
も
大
切
で
あ
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る
が
、
創
作
者
の
意
識
、
版
に
対
す
る
姿
勢
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
な
ら
ば
、

更
に
創
作
者
が
確
り
と
制
作
工
程
を
管
理
し
て
い
る
な
ら
ば
、
三
者
共
同
に
よ

る
仕
事
も
版
画
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
挿
絵
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
、

版
画
の
制
作
工
程
を
近
代
的
機
械
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
精
神
は
変

わ
ら
な
い
と
。

　
　
　
注

⑴		

石
井
鶴
三
「
版
画
の
趣
味
」『
週
刊
朝
日　

第
五
巻
第
一
二
号
』
大
正
十
三
（
一
九
二

四
）
年
三
月　

朝
日
新
聞
社
の
引
用
は
、『
石
井
鶴
三
文
集
Ⅰ
』
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）

年
九
月　

形
象
社
を
使
用
す
る
。

⑵		

石
井
鶴
三
「
版
画
談
義
」『
藝
術
新
潮　

第
三
巻
第
五
号
』
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）

年
四
月　

の
引
用
は
、『
石
井
鶴
三
文
集
Ⅱ
』
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
七
月　

形
象

社
を
使
用
す
る
。

⑶		

『
ヱ
ツ
チ
ン
グ
』120

～125

号
／
日
本
唯
一
の
版
画
雑
誌
、
日
本
出
版
文
化
協
会
：

会
員
番
号122138

号
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
／
編
輯
兼
発
行
人　

西
田
武
雄
、
発

行
所　

日
本
エ
ツ
チ
ン
グ
研
究
所
）

⑷		

『
日
本
版
画
』126

～133

号
／
「
ヱ
ツ
チ
ン
グ
」
改
題
、
日
本
出
版
文
化
協
会
：
会

員
番
号
一
二
二
一
三
八　

日
本
版
画
奉
公
会
機
関
誌
／
号
数
は
『
ヱ
ツ
チ
ン
グ
』
か
ら
の

通
し
番
号
）

⑸		

『
日
本
版
画
協
会
会
報
』35
号　

編
輯
兼
発
行
人　

恩
地
孝
四
郞　

発
行
所　

日
本
版
画

協
会
記
録
部　

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
八
月
：　
36
号　

編
輯
兼
発
行
人　

恩
地
孝
四

郞　

発
行
所　

日
本
版
画
協
会　

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
一
月
／
37
号　

同
年
三
月

／
38
号　

同
年
五
月　

37
・
38
号
は
奥
付
無
し
）

⑹		

奥
山
儀
八
郎
著
『
日
本
の
木
版
画　

そ
の
伝
統
の
流
れ
』「
版
画
奉
公
会
：　
昭
和
十
八
年
、

版
画
奉
公
会
が
結
成
さ
れ
た
。
目
的
は
、
戦
時
下
の
版
画
資
材
の
公
平
な
配
絵
を
受
け
る

た
め
と
、
版
画
家
も
、
そ
の
職
域
で
国
家
に
奉
公
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
成
の

動
き
は
十
七
年
か
ら
あ
り
、
十
八
年
五
月
一
（
マ
マ
十
一
日
）
日
、
発
会
さ
れ
た
。
…
…

…
…
…
」
慶
友
社　

一
九
七
七
年
六
月
）

⑺		

滝
沢
恭
司
「
資
料
紹
介　

小
野
忠
重
旧
蔵
日
本
版
画
奉
公
会
々
報
、
設
立
趣
意
書
、
規

約
」『
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館　

紀
要
第　

14
号
』
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館　

二
〇
一
〇
年
三
月
）

⑻		

丹
尾
安
典
「『
平
和
国
家
』
の
『
滅
私
奉
公
』
―
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
前
後
録
」『
比

較
文
学
年
誌
』
三
七
号　

二
〇
〇
一
年
三
月　

早
稲
田
大
学
比
較
文
学
研
究
室
）

⑼		

西
山
純
子
「
日
本
の
版
画
・1941-1950

・「
日
本
の
版
画
」
と
は
何
か
」『
日
本
の
版

画1941-1950

・「
日
本
の
版
画
』
展
図
録　

千
葉
市
美
術
館　

二
〇
○
八
年
一
月
。
西

山
氏
に
よ
っ
て
本
展
覧
会
に
、
初
め
て
版
画
奉
公
会
の
関
連
作
品
が
ま
と
め
て
紹
介
さ

れ
た
。）

⑽		

桑
原
規
子
著
『
恩
地
孝
四
郞
研
究
』
せ
り
か
書
房　

二
〇
一
二
年
一
〇
月　

478

～

496

頁
）

⑾		

小
野
忠
重
「
中
日
版
画
の
段
階
」『
み
づ
ゑ
』503

号　

美
術
出
版
社　

一
九
四
七
年

八
月
「
か
の
戦
争
の
末
期
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
戦
争
美
術
に
協
力
す
る
ほ
ど
の
作
家
的

所
遇
も
な
く
、
人
民
大
衆
と
と
も
に
戦
争
犠
牲
者
の
群
に
追
わ
れ
な
が
ら
、
し
か
も
版

画
報
国
会
な
ど
の
猿
芝
居
を
演
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
さ
し
て
重
要
で
は
な

い
。」）

⑿		

関
野
凖
一
郎
著
『
版
画
を
築
い
た
人
々
』
美
術
出
版
社　

一
九
七
六
年
四
月
。
一
三
一

頁
「
版
画
奉
公
会
と
い
う
妙
な
団
体
が
創
立
さ
れ
た
（
一
九
四
〇
年
マ
マ
）。
理
事
長
恩

地
幸
四
郎
、
常
務
理
事
西
田
武
雄
、
事
務
所
半
蔵
門
の
西
田
方
で
発
足
し
た
。」

⒀		

小
野
忠
重
「
大
正
・
昭
和
の
版
画
―
回
想
の
創
作
版
画
―
」『
近
代
日
本
版
画
体
系
』
昭

和
五
十
一
年
四
月　

毎
日
新
聞
／
「
戦
局
が
苛
烈
を
加
え
る
と
と
も
に
、
物
資
統
制
令
に

手
を
さ
し
の
べ
て
昭
和
十
八
年
、
大
政
翼
賛
会
の
下
に
日
本
版
画
奉
公
会
を
組
織
す
る

世
話
や
き
も
出
て
き
た
。「
大
東
亜
共
栄
圏
の
諸
民
族
を
教
化
す
る
の
は
目
下
の
急
務
で

あ
り
、
版
画
界
を
打
っ
て
一
丸
と
な
し
て
奉
公
の
誠
を
尽
そ
う
」
と
浮
世
絵
版
画
研
究
の

権
威
は
、
結
成
式
場
で
テ
ー
ブ
ル
を
た
た
く
。
軍
に
す
が
り
つ
く
作
家
の
心
情
に
の
り
か
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か
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
版
画
の
動
き
を
圧
し
つ
ぶ
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
創
作
版
画
家
以

上
に
物
資
確
保
に
敏
感
な
版
元
や
彫
・
刷
専
業
者
た
ち
が
加
わ
っ
た
。
皇
居
前
楠
公
像
の

掃
除
、
内
原
訓
練
所
見
学
と
い
っ
た
宣
伝
も
や
り
な
が
ら
、
配
給
物
資
を
つ
か
っ
て
、

創
作
版
画
家
の
版
を
借
り
、
慰
問
袋
用
に
軍
艦
用
に
刷
専
業
者
が
刷
る
の
で
あ
る
。
同
じ

よ
う
な
こ
と
は
日
版
協
で
も
や
っ
て
い
た
か
ら
、
ど
こ
に
一
た
ば
の
こ
っ
て
い
た
の
か
、

東
条
首
相
の
肖
像
や
「
皇
軍
万
歳
」「
聖
戦
を
闘
い
ぬ
こ
う
」
な
ど
と
附
し
た
愚
劣
な
絵

が
、
い
ま
だ
に
古
書
店
の
隅
で
見
つ
か
る
。
い
ま
「
モ
ダ
ン
・
ス
タ
イ
ル
」
で
胸
そ
ら
し

て
い
る
あ
の
人
か
と
、
サ
イ
ン
を
さ
ぐ
り
出
す
こ
と
も
あ
る
。」

⒁		

小
野
忠
重
著
『
新
理
念　

版
画
の
技
法　

新
理
念
絵
画
技
法
叢
書
7
』
昭
和
十
七
年
三

月　

藝
術
学
院
出
版
部
「
わ
れ
等
は
世
界
に
拡
で
る
皇
民
で
あ
る
。
／
わ
れ
等
は
皇
国
日

本
の
文
化
技
術
を
学
ぶ
。
さ
れ
ば
南
方
に
、
大
陸
に
、
わ
れ
等
の
ゆ
く
処
、
文
化
が
身
に

つ
い
て
行
く
。
／
更
に
、
わ
れ
等
は
、
農
山
漁
村
、
工
場
、
鉱
杭
山
、
凡
ゆ
る
地
域
、
凡

ゆ
る
職
域
で
生
産
に
、
事
務
に
、
／
国
策
宣
伝
に
、
文
化
技
術
で
協
力
す
る
。
／
わ
れ
等

の
文
化
技
術
！　

日
本
の
版
画
は
世
界
に
輝
く
。
／
其
の
芸
術
効
果
は
極
め
て
偉
大
、
操

作
ま
た
容
易
。
／
蛮
島
に
、
僻
地
に
、
都
会
に
直
ぐ
活
用
さ
れ
よ
。」
本
冒
頭
文
に
は
文

責
者
の
記
載
は
な
い
為
、
執
筆
者
を
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
要
は
本
書
が
本
冒
頭
を

冠
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

⒂		

小
野
忠
重
著
『
日
本
版
画
美
術
全
集　

第
七
巻　
「
現
代
版
画
Ⅰ　

明
治
―
昭
和
』
昭
和

三
十
七
年
三
月　

講
談
社　

一
九
八
頁

⒃		

藤
懸
靜
也
「
結
成
式
の
挨
拶
」『
ヱ
ツ
チ
ン
グ
』125

号
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
四

（
五
の
間
違
い
）
月
号

⒄		

《
大
東
亜
会
議
列
席
代
表
像
》
シ
リ
ー
ズ
を
さ
す
も
の
か
?
。
※
西
山
純
子
『
日
本
の
版

画1945-1950　
「
日
本
の
版
画
」
と
は
何
か
』
展
図
録　

五
四
頁
に
図
版
あ
り
。

⒅		

『
日
本
版
画
』129

号　

10
月
号
「［
研
究
所
通
信
］
▼
版
奉
創
設
以
来
多
大
な
尽
力
を

し
て
下
さ
れ
た
理
事
、
橋
本
興
家
、
小
野
忠
重
、
斎
藤
清
の
三
氏
は
こ
の
程
一
身
上
の

都
合
に
よ
り
、
辞
任
さ
れ
た
。
そ
し
て
新
た
に
、
鈴
木
金
平
、
太
田
耕
士
、
山
口
源
の
三

氏
が
新
理
事
に
就
任
さ
れ
た
。」
し
か
し
、『
日
本
版
画
』132

号
一
月
号
「［
研
究
通
信
］

▼
十
二
月
四
日
午
後
二
時
よ
り
翼
賛
会
に
て
第
一
部
会
懇
談
会
あ
り
出
席
者
。
石
渡
庄
一

郎
、
犬
塚
慶
次
郎
、
渡
邊
省
三
、
北
岡
文
雄
、
上
阪
雅
人
、
松
尾
酵
一
郎
、
根
市
良
三
、

橋
本
興
家
、
逸
見
亨
、
小
野
忠
重
、
稲
垣
知
雄
、
前
田
政
雄
、
前
川
千
帆
、
関
野
凖
一

郎
、
初
山
滋
、
山
口
源
、
恩
地
孝
四
郞
、
塚
本
哲
、
小
泉
癸
巳
男
、
西
田
武
雄
、
守
洞

春
、
根
本
霞
外
、
山
口
進
、
杉
原
正
己
二
十
四
名
」
と
あ
っ
て
、
版
奉
の
事
業
に
は
か
か

わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
理
事
を
辞
任
し
て
、
何
時
、
退
会
し
た
か
は
不
鮮
明
で
あ
る
。

⒆		

就
任
の
年
度
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
六
年
と
、
同
十
九
年
の
二
説
が
あ
る
。
十
六
年
に

つ
い
て
は
、
橋
本
興
家
氏
が
「
石
井
先
生
が
日
本
創
作
版
画
協
会
第
一
回
展
（
大
正
八
年
）

か
ら
の
出
品
者
で
あ
る
こ
と
も
、
昭
和
16
年
か
ら
日
本
版
画
協
会
会
長
で
、
昭
和
45
年

か
ら
社
団
法
人
日
本
版
画
協
会
の
理
事
長
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。」（
橋
本
興
家
執
「
石
井
鶴
三
先
生
と
日
本
の
版
画
界
」
石
井
鶴
三
著
『
石

井
鶴
三
版
画
集
』
形
象
社　

一
九
七
八
年
四
月
）
と
述
べ
、
同
画
集
の
長
原
ル
リ
ヤ
・
石

井
蹊
子
編
「
年
譜
・
書
誌
」
の
昭
和
十
六
年　

五
五
歳
の
項
に
「
日
本
版
画
協
会
会
長
と

な
る
」
と
記
載
さ
れ
、
続
い
て
同
出
版
社
発
刊
の
『
山
精
』（
石
井
鶴
三
著　

石
井
蹊
子

編　

一
九
八
三
年
七
月
）
に
、
前
述
両
氏
編
に
よ
る
「
年
譜
・
書
誌
」
の
昭
和
16
年
の
項

目
に
同
文
が
記
載
さ
れ
る
。
以
後
、
各
種
の
書
籍
、
展
覧
会
図
録
に
繰
り
替
え
し
記
載
さ

れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

   　

今
回
採
用
し
た
昭
和
十
九
年
に
つ
い
て
は
、
関
野
凖
一
郎
編『
版
画
協
会
五
十
年
系
譜
』

（
日
本
版
画
協
会　

一
九
七
二
年
）
に
「
石
井
鶴
三
を
会
長
に
推
す
」
と
あ
っ
て
、
正
式

に
は
会
長
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
更
に
近
年
、
三
木
哲
夫
氏
は
、『
日
本

版
画
協
会
会
報
36
号
』（
日
本
版
画
協
会　

昭
和
十
九
年
一
月
）
の
「
消
息
」
の
「
岡
田

会
長
没
後
会
長
空
席
の
ま
ゝ
推
移
し
た
が
、
此
度
官
廳
方
面
と
の
接
觴
上
之
を
設
く
る

こ
と
な
り
、
石
井
鶴
三
氏
に
懇
請
承
認
を
得
」
を
根
拠
に
し
て
、「
日
本
版
画
協
会
史　

1931-1956

」（
日
本
版
画
協
会
編
『
日
本
版
画
協
会
史1931-2012

』（
二
〇
一
二
年
一

〇
月
）
に
於
い
て
「
一
月　

空
席
だ
っ
た
会
長
に
石
井
鶴
三
が
就
任
」
と
す
る
。

　
　

昭
和
十
六
年
に
は
『
日
本
版
画
協
会
会
報
』（
昭
和
十
五
年
十
月　

34
号
か
ら
同
十
七
年

八
月　

35
号
に
飛
ぶ
）
は
出
版
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
ひ
と
つ
同
年
の
日
本
版
画
協
会
の
動

向
が
見
え
な
い
。
と
は
言
え
「
会
長
就
任
」
し
て
お
れ
ば
、
あ
れ
だ
け
日
々
の
行
動
を
細

か
く
日
記
に
記
載
す
る
人
な
の
に
、
な
ぜ
か
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
一
切
記
載
が
見
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当
た
ら
な
い
。

⒇		

「
日
本
版
画
奉
公
会
役
員
名
簿
」「
日
本
版
画
奉
公
会
会
員
名
簿　

ア
之
部
～
ヒ
之
部
」

『
ヱ
ツ
チ
ン
グ
』123

号
／
「
日
本
版
画
奉
公
会
会
員
名
簿　

フ
之
部
～
ワ
之
部
」『
ヱ
ツ

チ
ン
グ
』124

号
／
「
日
本
版
画
奉
公
会
新
会
員
」『
日
本
版
画
』126

号
／
「
日
本
版

画
奉
公
会
新
会
員
」
八
月
／
「
日
本
版
画
奉
公
会
賛
助
会
員
」128

号
／
「
版
報
役
員
」

十
二
月
／
「
新
会
員
名
簿
」132

号
／
「
新
賛
助
会
員
」133

号
）

�		

石
井
鶴
三
著
『
石
井
鶴
三
全
集　

第
八
巻
』
一
九
八
七
年　

八
月
形
象
社

�		

「
日
本
版
画
報
国
会
結
成
趣
意
書
」『
ヱ
ツ
チ
ン
グ
』
二
月
号　

121

号　

昭
和
十
八
年

二
月

�		

�
に
同
じ

�		

川
上
邦
基
編
輯
兼
発
行
人
『
平
旦
』
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
九
月　

平
旦
社
。
同

三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
四
月
、
第
五
号
を
以
て
終
刊
。

�		
｢

日
本
創
作
版
画
協
会
」
設
立
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
六
月
に
、
織
田
一
磨
、
寺
崎

武
男
、
戸
張
孤
雁
、
山
本
鼎
を
発
起
人
と
し
て
設
立
す
る
。

�		

会
期
：
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
一
月
二
〇
日
か
ら
同
年
同
月
二
十
四
日　

会
場
：
東

京
・
日
本
橋
三
越
呉
服
店

�		

三
木
哲
夫
「〔
資
料
〕「
日
本
創
作
版
画
協
会
展
総
目
録
」」『
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館

紀
要　

第
２
号
』
和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館

�		

『
日
本
風
景
版
画
』
中
島
重
太
郎
主
宰
「
日
本
風
景
版
画
会
」
よ
り
、
彫
師
井
上
凡
骨
の

彫
り
で
、
第
一
号
が
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
の
第
一
集　

石
井
柏
亭
「
北
陸
之
部
」
か

ら
同
九
（
一
九
二
〇
）
年
刊
の
第
十
集　

石
井
鶴
三
「
日
本
ア
ル
プ
ス
之
部
」
の
十
種
か

ら
な
る
。
各
集
と
も
タ
ト
ウ
に
五
点
の
作
品
が
収
め
ら
れ
る
。
作
家
は
石
井
柏
亭
、
森
田

恒
友
、
平
福
百
穂
、
坂
本
繁
二
郎
、
小
杉
未
醒
、
石
井
鶴
三
の
六
人
の
り
作
家
で
、
鶴

三
以
外
五
人
は
『
方
寸
』
の
同
人
で
あ
る
。

▼
西
山
純
子
「
版
画
屋　

中
島
重
太
郎
」『
採
蓮　

第
四
号
』
二
〇
○
一
年
三
月
千
葉

市
美
術
館

▼
彫
師
伊
上
凡
骨
に
つ
い
て
は
、
岩
切
信
一
郎
「
伊
上
凡
骨
」（『
風
信　

第
一
号
』
一

九
八
八
年　

風
信
の
会
）
本
論
に
は
第
Ⅰ
に
は
「
日
本
風
景
版
画
」
の
考
察
あ
る
。

／
祖
田
浩
一
著
『
匠
の
肖
像
』
一
九
八
八
年
三
月　

朝
日
新
聞
社

�		

石
井
鶴
三
著
『
石
井
鶴
三
版
画
集
』（
一
九
七
八
年
四
月　

形
象
社
）
に
は
、《
雷
鳥
》（
一

九
一
六
）
二
図
と
、
賀
状
《
蛇
》（
一
九
一
七
）、《
午
（
馬
）》（
一
九
一
八
）
が
図
版
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

�		

中
島
重
太
郎
「
木
版
画
の
年
賀
状
に
就
て
」『
版
画　

CLU
B　

第
二
年
第
一
号
』
一
九

三
〇
年
一
月　

創
作
版
画
倶
楽
部
「
石
井
鶴
三
氏
と
知
遇
を
得
た
の
は
田
端
に
居
ら
る
ゝ

頃
、
た
し
か
大
正
六
年
頃
で
あ
っ
た
、
そ
の
翌
の
正
月
に
貰
っ
た
年
賀
状
が
自
刻
自
摺

版
畫
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
既
に
柏
亭
氏
は
自
刻
版
画「
木
場
」発
表
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
鶴

三
さ
ん
も
自
分
で
刻
ら
れ
た
の
か
と
思
っ
た
と
同
時
に
、
こ
れ
が
刀
畫
か
と
思
っ
た
。
こ

れ
が
毎
年
頂
く
事
を
得
る
の
か
と
思
ふ
と
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
、
今
に
続
け
こ

れ
て
ゐ
ら
る
。
／
私
の
賀
状
を
一
昨
年
か
ら
鶴
三
さ
ん
に
御
頼
み
し
て
十
二
支
を
一
廻
り

す
る
事
を
御
承
諾
を
得
た
の
で
あ
る
。」

�		

『
東
京
パ
ッ
ク
』
北
澤
楽
天
主
宰　

明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
創
刊　

有
楽
社　

記

者
：
山
本
鼎
、
坂
本
繁
二
郎
、
近
藤
浩
一
路
、
川
端
龍
子
、
森
田
恒
友
、
前
川
千
帆
ら

が
い
た
。

�		

三
木
哲
夫
「
日
本
創
作
版
画
協
会
の
結
成
と
そ
の
活
動
」
青
木
茂
監
修
『
近
代
日
本
版

画
の
諸
相
』
一
九
九
八
年
十
二
月　

中
央
公
論
美
術
出
版

�		

�
の
三
〇
六
頁

�		

「
現
在
一
六
〇
点
ほ
ど
の
版
画
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
画
・
自
刻
・

自
摺
の
木
版
画
で
あ
る
が
、
職
人
と
の
協
働
作
品
（『
日
本
風
景
版
画
第
九
集　

東
京
近

郊
の
部
』（
一
九
一
七
）《
東
京
駅
夕
景
》（
一
九
二
八
）
な
ど
）、
石
版
画
（《
風
神
》（
一

九
二
三
）《
雪
》（
一
九
三
二
）
な
ど
）
も
手
が
け
て
い
る
。」

�		

恩
地
孝
四
郞
著
『
日
本
の
現
代
版
画
』
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
九
月　

創
元
社

／
本
書
は
、『
恩
地
孝
四
郞
版
画
芸
術
論
集　

抽
象
の
表
情
』
一
九
九
年
二
月　

阿
部
出
版

に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

�		
北
岡
文
雄
「
石
井
鶴
三
先
生
と
版
画
」『
信
濃
教
育　

第
一
〇
四
四
号　

特
集
石
井
鶴
三

先
生
追
悼
号
』
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年　

編
集
印
刷
発
行
人
小
野
惣
平　

信
濃
教

育
会
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�		

久
保
田
万
太
郎
著
『
春
泥
』
昭
和
四
年
一
月　

春
陽
堂
／
因
み
に
装
幀
も
木
版
画
で
あ

る
。

�		

石
井
鶴
三
著
『「
宮
本
武
蔵
」挿
絵
集
』昭
和
十
八（
一
九
四
三
）
年
四
月　

朝
日
新
聞
社

�		
石
井
鶴
三
「
版
画
の
趣
味
」『
週
刊
朝
日　

第
五
巻
第
一
二
号
』
大
正
十
三
（
一
九
二

四
）
年
三
月　

朝
日
新
聞
社
の
引
用
は
、『
石
井
鶴
三
文
集
Ⅰ
』
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）

年
九
月
形
象
社
を
使
用
す
る
。

�		

石
井
鶴
三
「
版
画
談
義
」『
藝
術
新
潮　

第
三
巻
第
五
号
』
昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）

年
四
月　

の
引
用
は
、『
石
井
鶴
三
文
集
Ⅱ
』
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
七
月
形
象
社

を
使
用
す
る
。

�		

「
版
画
は
そ
の
性
質
上
同
じ
も
の
が
幾
枚
も
作
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
処
か
ら
、
そ
の

売
買
価
格
は
肉
筆
画
よ
り
は
ず
っ
と
廉
価
さ
れ
る
事
は
差
支
あ
り
ま
せ
ん
が
、
売
買
の

価
格
が
や
す
い
と
い
う
事
で
、
そ
の
絵
の
美
術
上
の
価
値
ま
で
低
く
評
価
さ
れ
る
事
は

大
き
な
誤
診
で
す
。
同
じ
絵
が
何
枚
も
作
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
そ
の
絵
の
画
的

価
格
の
毫
末
も
低
め
ら
れ
る
道
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

�		

「
一
つ
の
作
品
が
何
枚
も
作
ら
れ
る
の
が
版
画
の
も
つ
一
大
特
質
で
す
か
ら
、
版
画
は

こ
の
特
質
を
利
用
し
て
、
肉
筆
の
絵
が
少
数
の
貴
族
富
豪
の
手
に
独
占
さ
れ
る
の
に
反

し
、
誰
の
手
に
も
入
り
易
く
、
多
数
の
人
々
に
よ
っ
て
た
の
し
ま
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

か
く
て
版
画
は
最
も
民
衆
的
の
芸
術
で
、
近
代
人
の
思
想
に
共
鳴
を
得
べ
き
性
質
の
も

の
で
す
。」（「
版
画
の
趣
味
」
よ
り
）

�		

石
井
鶴
三
「
さ
し
え
画
家
と
し
て
」『
中
央
美
術　

第
九
巻
第
七
号
』
大
正
十
二
（
一
九

二
三
）
年
七
月
）
日
本
美
術
院
『
石
井
鶴
三
文
集
Ⅰ
』
形
象
社
よ
り
「
そ
れ
ら
の
粗
悪
な

用
紙
製
版
印
刷
を
自
分
の
も
の
に
し
て
、
う
ま
く
使
っ
て
い
い
効
果
を
得
よ
う
と
す
る

心
が
働
く
。
こ
の
心
は
全
部
版
画
家
の
心
で
す
。
こ
の
場
合
版
式
は
複
製
版
画
の
か
た
ち

を
と
る
が
、
出
来
る
も
の
は
創
作
版
画
の
一
つ
と
見
ら
れ
て
少
し
も
差
支
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
画
稿
は
独
立
し
た
絵
と
し
て
は
見
ら
れ
な
い
、
版
下
と
し
て
役
立
つ
ば
か
り
で
す
。

黒
と
白
と
調
子
を
強
く
し
た
り
、
線
を
太
く
使
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
版
画
家
ら
し
い
仕

事
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
、
印
刷
に
な
っ
て
初
め
て
絵
と
し
て
見
ら
れ
る
も
の
に
な
る

の
で
す
。
う
ま
く
行
く
と
自
分
な
が
ら
微
笑
を
禁
ぜ
ら
れ
ぬ
事
も
あ
る
か
わ
り
、…
…
…
」

�		

石
井
鶴
三
『
春
陽
会
雑
報　

第
一
号
』
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
四
月
）
春
陽
会
『
石

井
鶴
三
全
集
ア
第
五
巻
』
形
象
社
よ
り
「
新
聞
挿
絵
を
見
て
、
人
は
こ
の
原
画
が
見
た
い

と
云
い
ま
す
小
生
の
新
聞
挿
絵
は
紙
上
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
が
原
画
で
す
。
何
故
と
い
う

に
一
種
の
版
画
だ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
肉
筆
は
版
下
で
作
画
の
一
つ
の
過
程
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
勿
論
重
要
な
一
過
程
で
す
が
ど
こ
ま
で
も
過
程
で
す
。
そ
れ
か
ら
製
版
印
刷
の
過
程

を
経
て
紙
面
に
刷
り
出
さ
れ
て
は
じ
め
て
完
全
な
画
と
な
る
の
で
す
。
右
の
次
第
で
挿
絵

の
画
稿
を
一
の
作
画
資
料
と
し
て
み
ら
れ
る
の
な
ら
結
構
で
す
が
、
原
画
と
し
て
見
ら

れ
る
こ
と
は
不
服
で
す
。」

	

　

尚
、
参
考
文
献
と
し
て
、
小
杉
未
醒
「
新
聞
雑
誌
の
版
画
」
主
筆
田
岡
嶺
雲
『
黒
白　

第
二
号
』（
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
三
月
が
あ
る
。

�		

石
井
鶴
三
「『
石
井
鶴
三
挿
絵
集
』
自
序
」『
石
井
鶴
三
「『
石
井
鶴
三
挿
絵
集　

第
一

集
』
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
七
月　

光
大
社
『
石
井
鶴
三
文
集
Ⅰ
』
形
象
社
よ
り
「
新

聞
の
挿
絵
は
一
種
の
版
画
で
あ
る
と
小
生
は
心
得
て
お
り
ま
す
。
複
製
的
の
版
式
な
が
ら
、

そ
の
製
版
印
刷
の
過
程
を
経
て
、
紙
上
に
現
る
る
と
こ
ろ
の
版
画
効
果
を
、
考
慮
し
て

筆
を
執
っ
て
お
り
ま
す
。
故
に
、
小
生
の
挿
絵
を
肉
筆
画
の
複
製
と
の
み
見
る
こ
と
は
正

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
こ
こ
に
画
集
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
絵
の
大
き
さ
と
そ
の

版
式
を
、
紙
上
発
表
当
時
の
も
の
と
同
一
に
致
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。」

�		

�
と
同
じ

�		

小
野
忠
重
著
『
近
代
日
本
の
版
画
』
昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
十
二
月　

三
彩
社

「
こ
の
年
の
冬
休
み
の
銚
子
行
か
ら
山
本
が
版
《
漁
夫
》
に
す
る
傍
で
、
奇
し
く
も
石
井

鶴
三
が
見
て
い
た
、
そ
れ
は
一
五
×
一
〇
、
五
㎝
の
サ
ク
ラ
材
板
目
版
木
を
墨
で
ま
っ

く
ろ
に
し
た
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。」


